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　Disra61iといえば，かつてヴィクトリア女

王治下の英国で政界文填の商面に町勢した

Benjqmin一一後のLofq　Beacons丘eldが先ず

思い出されるらしいのであるが，彼の父親た

』るIsaac　Disraeliもまた稀代の好事家．とし，

て一作家としての彼には，東洋をテeマに英

・語で書かれた小説としては最初のものどいわ

れる“Mepjnoun　and：Leila，　the　Arabian．・

Petrarch　and　Laura”などという作品が有る

に億あるが，たいした．も㊧ではない一記憶ざ

．れていい人物であろう。ディレッタン杢とし

ての彼の面目を遺憾な●く発揮した著作として

知られてレくる“Cu「iosities　of　Literqture”は

11791年，93年，1817年）．23年，34年と次々に

1書きっづけ出版されたのであるが｝正史から

．は置き去られだ歴史の裏道，かくされた逸

話，書物に関する綺談，文芸批評など、を書き

のこしたもので，流石に面白セ・し，縁蔭の下，

または炬燵に足を突っ学んで読むには最適のこ

ものどいっでもいいだろう。但し，本館の所

蔵しているものは，ロンドンで出版’された改

訂第14版を底本としたW．J・widdleton社

1871年刊行のデメリ旧版4巻ものである。こ

ρ本はそ唯質上おそ今しく沢山の卯炉挙

げ5れているのであ筍が，一回目あ回りの文

章は比較的短かいものが多い。そめ第4巻、

に“Lit6tary　forgeries”’と題された項目が

あって，そめ中に「最も変った贋三つぐりと、

して1ま，「当今文学界でよく知られている’“An

historical　and　geograPhical　descriptiQ’n，　of

．Formosa…？で，しかもGeotge．Psalmanazar

　とい1う，仮名しか未だにわからないままの，こ

　の著者を筆頭に挙げなければなるまレ、……」・

　と特証して・そρ内容を一応紹介し痢塗しこぐ

　いQ・とρP・alm・nqr・rとや～う綿も・彼の’

　、死後，＼即ち，1764年に出版きれた“珂emoirs．

　of．．．　Commonly　knoWn　by　the，　name　df

　G・6・g・．’　P．・・1…・Z・・”1こよ撚・i『纏書

中の．“Th・ser・nd　B・・k邸i・g♂ρ第17章t／t

第3飾・婦ア・シリアQ王．Sh41m・nese「．．

　からとったというだけで，彼の本当の名前や・

　生地について昼，現在でも何も解らなV＞まま，

　なのである。そのスペリングも，1704年の初

　版本，1705年の改訂第二版s何れもその表題

r’ ?ﾉはPsalmanaqzaarとなっている。それ
　は・と．もかく　’・　・・　Disr4・li　ltk本言を“Li・e・a・y．

　：Forg6riesl’の．一つとして扱うているが／い：

　づたいFbrgeryとはどう’いう意味なゐであ’

　ろ．・うか？「書名だけは伝わ’っているが，その

　書物自体は，既に激侠消滅レてしまつ．ている．

　ようなものは・’、東丙古今塗問わず数えきれな

／いほど多い。．・それを，あたかも今発見したか

　．のタうに偽造して肇表したような書物は一ご

、れもおゲただしY・数に上るであろう、が「確か．

　にLiter即y　forgetiesとい「う概念に入るも

　のと言えよ，5。’・しかしながら．Pshlmanazar

　の‘f‘D・・c・ip・i…f’　F6・・p6・a）’は・．そのよ『

、．うなもめ旧婚三三異にしていうので’・EE）る。台・

　湾という実在している現実に対し：》も彼は全’

　伯分め脳褐・浮んだ土地と燗と社鉦を・

　もって這い回せたのであ？て，彼の創作であ

　ることには聞違いなV・。・Th・血a・M・・eの
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　　‘Utopia”，　Samuel　Butlerの“Erewho11，’，

　　Jonathan　Swiftの’‘‘Travels　into　several

　　・eni・te・・ti・4・・f　th・w・・ld”・r著者は

　　Lemuel　Gulliverと「な6てレ＼る一など・と比較

　　したらば，大方のお叱りを蒙るで幽ろうが，，

　・その内容においては雲泥の差のあるこどは，

　　勿論肯定するとしても，形ヰ的には似たりよ

　　つたりといっても，あながち牽強附会とはい．

　　いきiL’fs．いのではなか6prカ1。大菊以荊のこ』

　　とになるが，芥川竜之介が「きりしとほろ上

　伊州」を発表したとき，これを自分の所蔵し

　　ている切支丹版「れげんだ・おうれあ」の中

＼　におさめられている話の一つだと，態々小序

　　塗つけて世人を驚かせたことがあった。こ．

　・れは十三世紀のころジェノア，．O司祭de　Vo一

　’ragine　4）手になる「聖者行伝」とでもいう

　　佳き・“Leεe耳da　aurea”．という本が実際に存1

　　在しているので，・その切支丹版などと，如何

　　にもありそうなものに仮托しただけに，一杯

　　喰わされた経験が筆者にもあるのであるが，

　・「ぎあ．・と・ぺかあどる」とか・「どちりな・き

　　りしたん」とか，あの切支丹版特有の文体を

　・巧みに．模した彼の文章と「あんちおきやの帝」

　　とか「今世の酒」とか，、何となくエクゾテ身

　　　　　　　　　　　・「シズムを射る言葉に好奇心を駆軌たでられ

　　て，正宗敦夫氏ら編輯の「日奉古典全集」．に

　．収められていた，切支丹版の翻刻本を読み耽．

　　っ・たものである。ところで話をPsalmanazar

　　に戻すことにするが，若し彼がその“Des一
　・1・・ipti・n・f、　F・・m・・a”を書ぐに当っで，・・彼

　　なりの理想を1も・って当時の英，仏，和蘭諸国

　　、の政治，社会の批判を章図していたものとし

　　たら，稼に対する評価も相当変ったものにな

　　つたことであろう。政治観社会観　文明
　　批判的精神の欠如，』それ回暦の致命的欠陥で

　　ある。台湾という実在する土地と人間の上1

　　邑こ，．彼炉脳裡に画いだ空想り網を被せるに．

　　は，一彼の空想は余りにも小さ過ぎたし，また

　・未開の国という観念にとらわれすぎたといえ

　るのではなかろうか。彼について最も詳しい

、、解説が見ちれるめほ“1）ictionar．y　of　national

　biography，’　ed，’　by・Leslie　Stepheh．　Lond．

　Smith，　elder，＆c．1885”なのであるが，余．

　り好章的に扱っては．v・ない。大体においてジ

　彼に関する記述の見られる資料は，甚だ邪な

　いのである。その極めて少ない資料の何れも

　が，．彼をまずLiter4ry　imp6stor　’と呼んで

　いるgであるgこのi現postotという言葉を，1

　朗話辞典に示さ出ているように「詐欺師，ぺ1

　テン師」乏訳しては，いささか酷にすぎうよ

　’うな気がするのである・。Ishac　Disraeliなど

　もPsalmanazar　．の‘‘Description　of　For－

　mosa”に挿し画として示されている　Fo；一

　rposaの王，副王，王嬉貴族夫妻，一般市

　民男女，農民男女の風俗一確かに珍妙なapで

　あ’るが一はいうに及ばず，・礼拝堂，祭壇など

　についても「何どいう馬鹿ばかしい作りごど

　か」と罵倒している。確かにそれ1とは相違な

　いのであるが；だからといって，1704年に出

　版された“Description　of　Formosa”につい

　ては既に1711年3月16日発行の“Spectator”

　誌第14号にApril　foolをあてこんで掲載

　された広告「来たる四月一日ヘイマーケット．

　の劇場において．‘残忍あ』くなきデトレウk”

’　と題する歌劇を上場つかまつるべく候。なお

　なお，ティ土ステスが己が子供を相誓うとい

　う見世場は先頃台湾よ’り御当地にお目見得致

　したるか．O呼び声高きPsalmanaza；氏が押

　つとめ申すべく候一…・dが出てからという

、　ものは，彼が隠遁生活にかくれてしまったの

　であるがら，彼の台湾誌が，・空想の産物であ．

　ることぐらい1英国の文壇では周知のこと

　であ6たろう6Disraeliが何も1781年以後に

　一Psalmanazarはクラアクンウェルのオー

　ルド・ストリー一一　F街アイアンモンガー町で’

　1763年5月3日84歳で死残している一出版さ
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れた．“C・・iO・i・i…f・lit・・a…e”．の中で，1．ロthi・・．　i・th・‘Kingd・rP・・叫g16・享・・nd

を極めて罵倒するにも当らないのでほなかろ

うか。ましてや　Disraeliに』．　Psalmanazar・

のようにロンドン主教．Henry　Coゆton』 ﾉ一

Church　of　Englandのカテキズム’を台湾語

一この台湾語と称するものも，． ﾞが騰手に造

り出したもみで，20の；文宇か・ら成．り準らて・

懸りであちが二lr縮するなどとV・う芸当

は出来そう「にもないのであるから。．彼の造り’．

出した台湾語の出来栄えについては，あめ東

洋語学者の．Delaeoqperieが・「Psarmanazar
の‘fD・sc・ipti・n．’・f　F・・m・・a”、に紹介され．

ている台湾語というもρは」1いちがいに彼が

かってに造りだした仮空の言語と．のみはいい［

切れないものがあるのである。’その証拠とし．

ては……」として，Au6fの台湾語による「主、

の祈り」を挙げて1一時，世評を改あさせた．

のであるが，．やがてこのAuerめ台湾語訳

Paternosterは‘‘Description‘．of　一　Formos母，，、

一初版本で．は後段の第27章，改訂第2版本

ではBook　oneの第30章一の『“of．　the

language　of　the　Formosa茸S”に出． ﾄくる
’f‘The工．ord’sl？raYer．（台湾語訳では，．　Ko一’

riqkia　Y⑳iera）”をそ？くり引き写した．も

めであることがわか．っ‘たので，．．元の木阿弥に

なlbてしまったと体ヤ・うものの，相当、よく細

きているものらしい。何ともそそgかしい無

暗がいたもめである。事のついでにこの一r主

ρ祈り，の英文と，Psalma甲zarの芦湾語訳、

とを，．ここに挙げておこう。．

　英文：The　Lor（玲prayerr“Our　Father

．噸qin　H・aゆa…H・ll・圃by七hy
Name，　COme　thy　Kingdbm，　Be’　doA’e　’thy

Will　as　’@in　Heaven，　al．sg　in　Ea；ath／．　so，

Ou’r　’bread　daily’　give　us　・t6・　day，．．and・

fotgiVe　us　oUr　trespassesi）　’as　，we　forgive

o’浮秩@trespasser＄，　do　lead　Us　not’ 奄獅狽〟E　tem－

ptq七i6ri，　but　deliver．us　f・・甲．　Evil・f・r

’Qmnipoterice，　Po．　411　ages．　Amen．？’

　　．P昌almana勿rの．台．湾語訳：Kori’akia．

ゆrr・・．‘‘ArPy　Po”pis　，’dan　eh’n　O「血’o

　vicy，　Gnayjorhe　sai工．qry，　Eyfodere．sai

Bagallni一　Jprhe　，sai，　qomi，on　apb．　Chin

．　Oijnio，，kay，，ghip　Badi　eyen，　Amy’ D4hat－

Fada，hadakchiorL　tQfve　ant　nadayi，，！〈ay

Radonaye　一qpt．　amy　Sochin，，，　apg　．　ant

・・艨Ef．．・町串9・hi旗hi卿a自n・≒nt．．k・U’

　ehitt　hfialabQski，　ali　．abinaye・ant　tuen・

Br6skagyT ・kenS　sai．　vi，e　Bagalin，　kay

　，Fary，　kaY　Barhaniaan．　chinania・＄enda－

　bey．　Amien？’．

　　そのほか，使徒信条，十誠の英台対訳が本．

　書に載せら地ている。残念ながら筆者1ま言語

　学には疎いので，このPsalmaha2ar．．の造．り

．出した台湾語な．るものの巧緻さにつ．いて云々

　『する知識は持ち合ぜていないのであるが，

ttのちにポーランドめZan⑯nhofがEsperahto・

　を発表し左のは1887年であるから）一多少そ．の

　先駆者的栄誉を彼に与えてもいいのでほなか

　．ラう牟≒思5のである。十八世紀英文学界め

　大立者でしか．も辞書きちがいTlexicograp」　　’

．h・r「ζ隊知弊てv’るSqm・・I　Jゆ…

’が・． �Nす．つP＞り行ないすま．レていうPsa1一

吻刎r凶て並燈らぬ難を呈して吟
’たζ・と1ま7もっともこのsamue1’JohnS6n．．

嫡人物醐当にあく逐いひと感光ではい

か鮒代物なのである洗面の喋な崇瀦
．． aosvQell』 ﾌ．ジ，ヨ’ンズシ伝か5も知うことが出．

．．来る・更に・・　Pi・zzi夫人の伝えるととろによ

．れば；．「この二人は毎晩のよ・う． ﾉQld　Street．

にあ礁梅悶かけrは麦酒を酌み交随
　．．雑談にふけうていた」とし〈〉う．ζとで‘ある・’

　Johbsoh．のように傲岸不遜な人物が，それま：

．でにし℃．Psa1卑鱒az包rとの卒際をあえて求

　めた本心は何であっ．たりか，．色々考えさせらl
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れるのであるが，・P・a1血a取・・a・の新言語創造・

力の秘密に対する興味が；その主たるもので

あっ⑳では鳴ろう謙れに厭で・彼の

死後発刊されtc“Memoits　of……Commnly

know，4’　by　the　naMe　of　・Geotge　Psalma・na一

蜀窪饗鷺燦然醐驚翌
典と与えながら・　PS’・1ni・n・・a・がどう’して

もEE？かさなかった彼ρ本名と出生地と∫を何と

か知り’たいというJohnsoh「の欲望が，』、その

・ような態度を取らさせたのであろう。『Piozzi

夫木はT……三人の間に信頼感肺・たとは

いネない」とも述べているのである。この二人

のそれぞれ思惑を胸に秘そめながら，・．どのよ

うな会話を交していたことかlI遺憾ながら今

さら知るすべも．ない。前にも少し触れたので

あ舜が・Psallhanaそarに関する記述ゐ見られ

ち資料は極めて少ない。’その少ない資料でざ

え・、例えば・．K・・lit．t．A・・i．ne編纂の“Th・

一　Cyclopg，edia’　of　anecdQtes’of　literatute．．．”，　．

・Ab・a即畢・・編纂e）・“Th・Cy・1・P・edi・；1

・’ 盾秩C．tuniversal．　dictionarY’@of　artF，．1．．’and，

1iterature＿”’ ﾉしち，また，1）a＞id　Patrick

編纂の“Chambers’slCyclopaedia．．　o．f　English・

Ii・t・r・1・・e…”また前に糸碗たP・a’lm・吻τ

．に関して最も詳しい記述の見ら・れるLeslie

stephen、の“Dictionary　of　nationa1　’ b奄盾№窒＝|

Ph・”　，に舜とこ6で・1精諱p・つ吋拠
るべき種本は，彼自身ρ“M6m・ifs　6f．二．

Comm．ohly　known　by　the．na血60f　George　l

plsalmanazar”以外にないのであうから，そ

の記述たるや何れも似たりよったり「である。「

β・it・nnig・やし…μsse　．に至・ではr　lほん

の数行しがその解説にあてていない。しかも．

そQ何れもが，恰かも修身の先生が，ちょら

とした嘘をついた生徒に訓戒を与えるよう

な，‘、大人気ない叱りかたをし℃いるのであ

る。彼がこみような著作を行なった動機に対

す銅察またその初馳版当時，忽號り

　切れてしまったほどの好評を博させた1ロ・シ．

　　ドシの文壇と社会の風潮などと関連させて

　解説塗試みているものな嵩皆無なρであ

　60　．．

の篇磁｝灘懸臨三
一mgs4”を扱った．H本人の著述が二？南るこ

　』と魁．色々調べてのるうおに解って来たので

　昂る。その「つは，伊能嘉矩著「育湾文化憲

　，上，中，下　3巻，東京猿江書院昭和3年」であ，「

・る。伊能嘉矩氏は岩手県遠野駆り出身で∫同

　氏の経摩については，本書の上巻に，故板沢

　武雄教蝶が詳しく述べておられるので省略す

　るが，29歳のとき即ち明治28年渡台されてか

　ら，大正14年59才遠野町で疲せられるまで，、

βo年敏きに亘って・1台湾の研究1・没頭され

．・た篤学の士である。本書はその研究の結果の

　集大球≒もいう尽きもので，福田徳三，柳凪

　国男両氏の仲介殖よって，’当時の帝薗学士院

　の推せんチるどころ≧なり，東照宮三盛年祭

　記年会から出歯補助費を受けて，刊行せられ．

　たものである。．そめ博学多識たるや，全く以，

．って驚くべきものがある。特に中国資料から

　の引用は・殆んご完ぺきに近い精密さだとい

　われている。それに較べると欧米常温資料に’

　ついては，吾桑徳三教授もその「台湾文化に、

　序す」、．の中に「若し悔いて備はる塗求むるな

　らば…∵補訂修正の望ましいとこ「ろ1まないと

　偉い之まい。．殊に西洋入の手になれる諸文献

　．ρ渉猟に至っては，、若干の即ちざるものあ町

’るを見出さぬとも限るまい」と，ほのめか・

して挿れるの鱗るが・筆者も．また同醸

　である。・Psalmanazar、に関する叙述が見t”

　「られるのは）・下巻の第⊥3篇．「外力の進漸」

　の項であ、る・本書の中で特にP・ah叩na甲r・

　の“D6scription’　of．　Formosa”’を採り上げた．

』回申としては「・戸…旧領以後一時台湾は彼等
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一三人一丁一rの眼界外に放置せられたやうに見え　・処でこの“Description　of　Formosa”の1704

た・然も近世再びその注意を台湾に向はしめ　　年の初版本・手705年の改訂第2版本を入手さ．

たのは効コポー・の紀行文・サ・レマナ弥妹のかとい舛とであ尋・まさか鱒糖
，ルの台湾紹介等が与かってカがあったとて，　　府がこのような本を購求していたとは，思っ

：先ずサルマナザールを第一’一t章に置き……」云　　ていなかったのであるが，たまたま，昭和5

々と述べてy・る。Psalmanazarにとっては，　　年は和蘭陀入が台湾に渡来して安平に之e一

望外の過大評価で幽ろう。以下7．サルマナザ　elandia城を築いてから，丁度300年に相当

一ルの纏についそ紹介しておられるのであする、≧いうので峰木な記念越一轍れた

るが・多少外国資料との相違点が見られるも　　のであるが，その行事め一つとして，・官幣中

のの汰体において似たりよったのである・．三下駅内舶平野下御四所無価
しかも“Description． 垂?@Formosa”の内容を、　に，史料展が開かれた。その史料展の目録が

要約紹介しておられるのである。そして最後　　「台湾史料集成」として，昭和6年に刊行さ．

忙「……台湾を以て日本の属領なりと断定し　　れたのであ観その目録を見ると「書冊め

1たるrll’如き，畢竜過去における目台連錆の史　　部に，　　’、　　　　　一

，動を把捉し，日本人の台湾に占めたる勢力の　　　サルマナッッァル台湾誌1冊台湾総督府

優越．を認めし結果に外ならざるべきも，予め　　　図書館蔵

夙に将来の勃興の気運を？晒せU・因るとも　（A・’　Hi・…1・a1・nd　G・g9・aphi・a1　，D・・一・

見るべくして・必ずしも一線の明なしと謁す　　　criptio40f　Formosa）

べからざるものあ、るなり」と1少どく無勢入　　　著者サルマナッツアル〈Psalmanざzar）

れておられるのであるが，これには閉口せざ　　　薯者は’r文壇の偽り者」として有名なる自・

るを得ない。もしこの“D？scription　of　Forr’ @称日本人なり。　・　’
知・Sa”を虚心坦懐に予見も偏見もなしに読む』 @　　発行所　倫敦

ならば，われわa日本人1ま中国出身の皇帝に　　　　発行年1704年

支配されている，とんでもない野蛮人と受け1　　　解題　著者がその生ひ立ち及び経験談を

とられてしまうことたなる。、更に伊能氏は，　　　　「ラ．テン語」にて記したるを「オスワノレ

本書の第12篇「商販沿革」の第5章「通貨」に　　　　ド」之を英訳し1704年倫敦にて出版せる

おいても・その冒頭に「プサルマナザールの　　　　ものなり某の内容り大部奔〉は荒唐無稽な

著台湾地理歴史の中に貨幣に関する一章あ　　　尋に拘ちず翠年之が再版を見更に又独

り。台湾住民の聞に，金銀銅及び鉄の各種より　　　　訳，仏訳も出つるに至れり

成れる固有貨幣の使用せらるる事を言べり。　　　陳列せう三種のうち’

重れ因より無稽の記述に過ぎざれども……」　　　（イ）は1705年倫敦出版の再版もの　　．ttt

　　　　　　　　　　　　しと態々紹介し1台湾紋銀永暦通宝とともに，　　⑭は1764年倫敦出版のもの

Psalmanazar　Q造一り出した奇妙な形をした台　　　のは1708年「アムステルダム」出版の仏訳

湾通貨の図がのせられている。大変な力の入．　　　もの，

れ方であるが，このような詞事が散見するの　　と記載されている。従って伊能氏ほ，、総督府

で・この上・中・，下3巻からなる膨大な本書　　・に在任中“D6scriptioh　of　Formosa”を実際

を，．読むにたえるものとしているとも言え　　に手にして，’相当大きな感銘を受けられたの，

よう。ここで問題となるのは，’伊能氏が，何　であろう。福田徳三教授の指摘された通りビ
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　「西洋人の手に成れる諸文献」．の使われ方に

は呼号なしとはいえなV＞が，．一引用された著

者の選び方，1入名の読方，特に十八世紀の初

期の活物ではbとhとが紛らわしいのである

が，丹念に読み違えておられる一それにレて1

も，これほど台湾関係の資料を駆使集大成し

たものは外にはない。貴重なものであろう。

　今ひ・とつ，こ、とPsalm’analarに関する限

り，是非と． 煖唐ｰておかなければならないも

がある。それは，「神に許しを」と題して，1

別冊「文芸春秋」斗g7特別号に発表された作

品である。作者は陳舜臣氏で，「この作品は

氏の直木賞受賞埋め第一作とのことである。

このPsalmanazarを主人公にした文学作品

ほ他にはないのではなかろうか。この“Des二

crlpti・n・f　F・rm・sa”とV・う全く虚構の書

についての解説を試みようとすると，その生

地も本名も一その“Mgmoirs＿”においてす

ら濠たあり詮索ずきのJQhnsonに対してす

6r結局何ひとつうちあけるこ≧をしなレ｝で

死んでいったPsalmanazar　・とは，どういう人

、物であったのか，，甚だ興味を惹かれる．のであ

る6「売名欲にかられて∵」というようなあ

りきたpの解釈で峠，何の説明にもならない

と感じさせる何ものかが，彼にはあるように

思われるのである。その点，陳舜臣氏φ作品・

な1・見事にこの人物を浮き彫りにして見せて・

いるといえるg）ではなかろうか。本稿は，彼，

め蘭を書くζとを購と底いるわ！才では

ないのであるが，・“Description　of　FQr血osa”

を上梓するに至るまでに彼の経てきた道に・

’多少なりともふれておかないわけにはいかな’

吟ので，陳舜臣氏のこの優れた作庵の馬尾に1

？き塗がら・簡単に紹介し℃いくことにす・

る。P『almanazarは・1679年か168Q年に，　y｝

わゆる’　Languedoc一いま少し範囲を縮ある

と￥idi　rと．呼ば肥る南ブランスの・それも

ローーマからアヴィニヨンへ通じる街道．すじ

　　　　　の，何処かで生れたものらしい。“Dictionary

of　．national　bio9士礎hy”に．よれば，彼：のフラ

ンス語には，多少，’ガヌコー一S：ユ誰りがあっ

たといっている。6歳ぐらいの・とき，生家の

．璋くで二人のフランシスゴ派修道士がひらい’

ていた寺小屋で，はじめて教育をうけ，つづ一

い丁，「ド．ミニク派の小さな修道院の司祭がひ

らいていた学校に学び，何という大学かはお

から如が・ともがく・．あ，る宇土学校に入って

講義をき》、ためであるが，その講義があまり

．にもつまら・ないというので，退学してしまつ、

た。・しかし，彼め語学に対する才能は，その

頃からすでに芽生えていたらしく，特にラテ
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　じ
ン語には極めて堪能で南らたらしい。その後‘

あれこれと伝てを求めて家庭教師をしてはみ

たものの，子供の出来がひどく悪かっ一たり，

その子の母親から桃色遊戯をしかけられた

り，’というわけで，どれもうまくいかず，母

親の許に帰ることにした9．この桃色事件につ

いて，・彼が道心堅固に「肥りぎみの御亭主を』

もった陽気な妻君」の手管に応じなかったの

は，より学問があり，より純情な青年と思わ

れたいという彼の虚栄心がそうレ｝う態度を取

らせたので，後の彼の行状と思い合せてみる，

た罪代の精粋撃墜好個の材料を難
ずるであろう。と，1926年に“The　library

of　imposrtσrs”の第2巻「としてPsahnahazar

の1‘Description　of　Forlnos♂を米英両国で・

限定版として七五〇部を，PンドンのRobert

Holden＆，’1　Co・丘d・から出版した編輯者

N．M．　Penzerは，そめIntroductionの中

で述べてピるが，いささか早計であろう。，そ

・れはさておき，・一失職した彼は母の許に帰るべ

く，自分を宗教上φ問題のた神故国を離れ迄

　「アイルランド生れの青年神学者」「という名

目でパスポrトの交付を受けた。・が母親も不

如意がちなめで，’・500哩もはなれたベルリン

．の父親を訪れる．ことにしたもあの，旅費はな
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し，近くの教会から托鉢用の僧服を盗み出

し，ロ・一一マへ向う托鉢修行僧になりすまし

て，途中ラデシ語しか喋らず，地方の牧師や

物もちから喜捨を受けながら，ようやく父の

許に辿についた6が，その父もすっからかん

ときているので，永く滞在するわけにもいか

．ず，ドイツやオランダ地方を放浪して歩いた

のである。’このとき一16歳だらたと彼は自分tt

でいって．いるが一はじめて，以前耶蘇会士た

ちかちきかされたことのある，日本につい

ての話を思いだした揚句のはて，今後はキ

ツスト教に改宗した日本人として押し通そ，

うと旅券もそのように改造してしまった。

Psalmanazarが16歳だったとすれげ，1694年

か1695年ということになる。Ignatius　L

LoyolaやFrancisco・de　Xavierなどが宗

教改革に主っ1て失なったカトリックの門地

回復を目的として，耶蘇会を結成したのは

1534年のことで，結婚問題に絡んで英国王・〉

ンリー三世を破門した法王パウロ三世がこの

郁蘇会を公認したのは1540年であるが，1549

年（天文18年）には早くも，その創設者の

一人，Francisco　Xavierが印度のゴア，セ

イロン，モルッカなどで布教に従事した後，

日本人アンジロウの案内で鹿児島に上陸して

キリスト教を伝えている。それから算えて

Psalmanazarが「日本人」と名告る決心をし

た1694－95年までには，ほぼ一世紀半の時が

経っている。その間数多くの耶蘇会宣教師が

来日して，布教活動に従事しているのである

が，これに触れることは，大分本稿の目的範

Valueを持っていたものであろうと思われる・

のであるが，如何なものであろうか。

　特に1590年に第二回目の来朝をしたヴァ』リ

ニアー二の如きは，はじめてFP刷機iを日本に

持って来て「さんとすの御作業の内抜書⊥を，

皮きり，に，約29種ほどの切支丹版が刊行さ

れている。幕府の高官たちが「オラヒダ風説．

書」を手にしたのは1675年のことで・これは

オランダ商船から長崎奉行に提出された海外

情報とでもいうべきもので，通詞が翻訳し．’Ctt

幕閣に提出したのであるが，’　1858（tF頃まで続

けられている。緯田信長の下に，活発な布教

活動を行な．つた耶蘇会の宣教師たちも，その

最大の群群者が本能寺の変で倒れでしま到

と，その後継者秀吉が，1587年突然九州で禁

教と宣教師追放令とを出してからは，受難の・

道を辿うごとになった。1597年には長崎で有

名な26聖人の殉教が起ったし；また江戸幕府

になってゑらでも，，1614年になキリスト教禁

庄令が発布され，宣教師たちはルソンに追放

されてしまった。更に，1622年には長崎で使：

徒52人置殉教：事件が起っており，踏絵令が発

’布され，キリスト教徒に対する迫害は益々苛．

烈どなり、，i637一3’8年の島原の乱以後は禁

書，鎖国政策が徹底して，18SS年（安野5

年）の開国まで，わずかに所謂「隠れ切支丹」

が細々とのこるだけになってしまった・切支

丹迫害史を長々と述べることは本稿に．L　6て

層は全くお門ちがい’ts　．Oであるが，このような

度重なった宗門の大事変が，マカオやゴァを

経て法王庁に報告されていないわけはないし

、囲から逸脚てしまうこどになるので省略す一欧羅巴社会に働っていなv’釈はないと思わ

ることにレておく。これらの耳嚥会‡たち・れるのである・’ ｻうとすれば・髪の色も目艮1

は，色々とその布教活動について本部に報告　色も，・また皮膚の色もまるで違っている

して・・るし，・582年から9・年にカ・けては・九こ．pr・lm・n・・a・カ｝’突然勝人だとZeってみた

州の切支丹大名が派遣した少年使節たちが，　　ところで，直ぐに1ギれてし・．g　sのではr4かろ

はるばるローマの法王庁1ご詣でている。一この　　うかと思？たのであるが，そうでもなかった

ような事は，当時においても相当な．News　　ところを見ると，ジェスイットの高級司祭た
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　　ちを別にすれば・幕府ρ鎖国令発布腿来1　　ンダに駐屯することになったのであるが，こ

　　玲almanaz即が男帯入を名告るまでゐ四分の　　の兵隊生活の退屈な問に，．被の‘とMe導oirs．・．・

　　，三世紀問に，オランダを除く他の欧洲社会で、からの引用によると，　「自分を目本人だと名

　　は昨置捨の霞の中喋ろげにしカ・知ら、告つたわたしの気まぐれほ澱々耽てしま

　　れていないようなありさまになってしまって　　マで・わたしは串分で杢をつ1くり・太陽・

　　幽いたのであろう。話をPsalmanazarにも’ど　月・一星などの像を画き．そのほか空想の赴む・

　　すと・彼はジ、エスイットの宣教師たちから曰　　くままに色々画き出し，・わたしの発喫した文

　　本の歴史や地理につY・て聞きか．じ．つた知識を．宇で詩句を並べたて・気のむくままにそれを1

　　もとにしただけで「日本入どして通す」のに　　読みあげたり、吟請したりした」と述べ．てい

　　十分だと考えた．ら．しいみぞれで彼はドイツ，’』う。人に優れたラテン諦を使？て）L他の兵隣

　　ブラバント，．フテシドル地方を放浪したので　　たちと宗教問題を論じあっプζ参，哲学や論理

　　あるが，’蚤や罷みめ一杯たかρたぼろぼろの　　学の知識のおかげで決してひけをとらなかっ

　　着物を重とらた彼のパスポ「トを調べようと　　たということ、である。1702年の終りごろ，彼、

　　・するもe）奪ξいなか？たのに・彼はr生餌　　の連隊はオランダのズロィスに移駐したが，

　　命・戸分9変造パスポがトを人に見せよ・うと　一そのとき）t．彼の奇矯な振舞いがヌ訴イス市長

・徽部署獄讐鵬緊当．百磐欝粛ζ隷慧警禦ご

痴欝繋議衛翻藁履灘灘認1唖蝉
　　、（P「人≒し々〉みなか？たらし叫彼の汚なさ’ンド連隊付き従軍牧師Wiliiam’Innesらの

　　といったら・「当時・街の中を標客を求めてう’　前に？・almana・4・．を呼びだして，色々と問

　　るつきまわっていたBeguiner江戸時代め比　　．い正すことにな？たのである。この会合で

　　卑のゆ続郡一でさえ・彼に1ま声ゆAm・1・iと．P・almq…a・’．と嘱・宗教騰

　　けなかつ刺≧・’うくらい飾る6や』つとρが行な繍たのであるが瀦果的にはPS・1一

　　ことで・y　m，一ジSに着いた時には・もはやた　　甲ana・ar¢）；に公があ堕・・彼の言い分が一応’

　　つちぢさっ．ちもV｝かなくなったゐで，もとも　　列席者め多く．から認めちれたというのだから

　　謙いではあったカ㍉個・方法もないので・鰍恥醜い・ウ・ルーシ添の教会は元来

　　彼はやむ奪くオラシギの軍隊に入隣した6兵1「旧教匿属しているので・当然耶蘇会士の報告

　　員登録係の親切な将校のおふげで．Ai衰r－la一　などについては一般の入日より詳しい筈の司

　　ChapelleにコTピー店や撞球揚をやらせて、　祭Amalviが，聞入じみたPsalmana2a・’を

　　貰．つたがジ何れもうまくいかずeまたもやそ一論破できかったとは不思議な話である。療

　　の将校の樟話で，彼の率いる中隊に入れても・するところ，『ラテン語，ドイツ語に堪能な

　　ら6た・その連隊はメクレンデルグ侯の摩下’：Psa，lmanazarが一方的にま’くしたてて；

　　に属し℃いて，・兵隊の多くのものはルーテル　　Alnalviには反論の余地がなかったゐであろ

　　派であ・た・こ嚇も彼ぽrr躰入にし襖う。　A血・1・i．は御・なってPS・lm・n・。a・の

　　教徒・＄・1…・・a・・なる名前を以て本中隊に繍に対する反読漏して』vSる．．この席上．

　　入隣す］．と，そg）糞ま，ロ財ドンに吟く窯で「で）・Psal血anazarに偽わり4）匂いを喚ぎつけ・、

　　それで通しrc　・v・、　Q・’稼ρ中隊はまもなく、オラ’たのは従軍牧師William王hnbsただ一人で
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あった。「入問の額にほ，限られた少数の同

類にしか見えない烙印が捺されて．v、る9だ。1

イネスはサルマナザールの額に，それらしい・

烙印を認めた」と陳舜臣氏は描写しておられ

るが，正にその通りであろう，’この．William

Innesという牧師は，全くもってづうつうし1

い∴心からの悪党だったらしい。’r僧服をも

ってつつむには最も尋さわしからざる人物］

ともVlわれて・・る・・726年の事で嫡カミ・ス

・コ・トランド微師でArchib・！d．¢a㎡pb・11

．≒レや青年が「懲性の起源たつY、て」という

原稿を持ってロンドンにやって来て，そめ原

稿を．「同郷人で兼て知り合い」の、lnnes師

に預1け1てお・いた。ttこの’A1exander　Innes師・．

，一villi4M、Prideagx．℃ourtneyめ・‘‘Thr

’　secr．ets　of　Qur　national　litera’ 狽浮窒?@：　Chapters

・’奄氏@・the－history　bf　the　anpnymous　and　．’

ps．eudonY．mous，　writin’gs・．．of　．our　Cguntry－

irpep．　．Lond．1　Archiba！d　ConFtable　＆　CQ・

匡9081’から刷直しているのであるが，’Alex－

ander、　Innes老あるのは誤りであって，　Wil一

ユ⑳1・早・・の幽晦い～一と・・う9はした1

たかもので，当時ウェストミンスタ温の滴々

二障1レット寺の副説教師をつとめてy、たので

．ある炉・あの？salmanazqrを；英国に連；れて．

きた張本人であるp彼はそρ原稿を自分のも

ののようにレて・’c‘Aρ．eτりλo￥ia・「ま．kは・

徳性り起源について”・と題して，1728年に，、

「国王≒大法官への献辞を加えて出顧た。そ

のおかげでエセックス州ラ営グネスの教区牧

師に任命されたのである・・．Campbell炉そ麹，

㌍気がついたのは二年も経ってからのことで、

あるが，1nneS乏対決して藻え上がらせ売と〆

いっている。ひと騒ぎ持ちあがっlc，のである

がInnesの親戚の女王付医者§tu4rY某が中、

に入り，「ある種の理由によっ．て本書がInnes

の名前で出版されてしまった」旨の広告を出

すことで和解がなりたったもりのようであ・

　1る。後にこのような醜悪な事件を惹き起した

　ほどの人物だけであって，Psalmanazarが目

　本木でないぐらV）のことに直ぐに山雲ってし

　まったものらし：い。．Psalmanazarの台湾語な．　・

　．るものも，そめ真偽を確かめる方ltlなご簡単

　至極なことで至ろう。1比較的長い文章をいわ

　ゆる台湾語に訳させ5、問を置吟ても、うし度訳’

　させてみたら大概の揚合すぐに露見し℃しま

　うだろう。InnesがPsalmanazar．を試じた「

　場合に．も同じ方法を用いたのであるが，ただ

　・／t伽Cice・・のの中から試しの文章耀んだ・・

’こうして自記薬籠中のもとした．PSζlm甲azar　l

　に．lpn『Sが要求レたことは，単純に日本人で

　みると名告ることをやめて・日本人で億ある

．・が・鱒生れa台鮪ちにすること・耳芝会』

　の宣教師に台湾から．　Avignpnに連れ出され

　．てu一マン・・．カソP’ック年入信ナるようた強

　・要されたが肯んじなかったために宗教裁判で

　拷問にかける≧威嚇かされたgでドィッに逃、

　げ，そこで、こめ．lnnes師の努力によって英’

　周長会に尊宗しtgという1こどに．す否こ≒であ

、つた6切支丹は禁圧されていたとはいうもの

　㊧・オランダとの交直はまだ続けられてお

　り・渡航来目の言置を持？た永夫の数も累々

　増えて．いρたことであろうから，日本1と関す

　る知識も漸次拡まっていったであろうことは

　十分に考えられるので灘るがゲ台湾について．

　の知識は殆んど皆無に近か？牟ので・1叩65

＼の心心は尤もチ互のζとであるg次に1鱒es
』1

ﾌ演出したのは，公衆の面前でこの台湾生れ・

．の日本人と名告．る異邦入，しかもジェスイッtt

’トからのがれて華国教今に改宗し左Psalma－

　nazarに洗礼を施こし，’それ奪での経緯と自「

　分の努力についてζまごまとロンドンの主教

　に報告するこどであった。当時のロンドンの

’・ 蜍ｳコンプトンはこのInnesの報告をすっ

　か・り真に受けて彼らをロンドンた招いたので

　あった，それで彼は連隊の兵役がら解放され

9



て1703年の終9・ごろエセ・クス州OP・・リ、ッジ

（Harwich）に上陸した。，ロ、ンドシに到着する

や否や，・彼が世人の評判の的になったζとは

いうまでもない。彼はCompton主教に英国

教会のカテキズムの台湾語訳を献引してい

る。またTillotson主教と・は流暢なラテン語

で会話を愉しんだq主教や英国教会関係僧職

者たちは彼のために寄金あつめまでやったの

である。それだけではなくジ科学者たちもこ1

の未知の台湾という土地たついて，またその

台湾語について興味をわきたたせた。耶蘇会

の宣教師で支那で布教活動に従事したFou一．、

’n・・n・y幽幽またまそρとき・ンドヒに滞

．在していた㊧であるが，、流石にPsalrpanazar

のいうことが実際どは違っていることに直ぐ

気カミついた・、．が・Psalmanazarは彼との対決

を1704年二月二日に開かれるRoyal　Society

』7正しくは1・Th・R・y・1＄・・i・ty　gf　Lg・d・n

for・improving　national　Kn．owled琴eである

が，1660年に創設された一の公開講演で行な

うこ．とにした61703年忌．いえばあのIsaac

Newtonがその総裁に就任しているめで，‘こ

のP・alm・naza・とFρ・耳晦・ゆ細論・

争も彼が総裁の時に起った事件であろう。こ

の公開論争においても，慎まし矩かで物静か

な耶蘇会の宣教師Fquptenayよりも・・ラテ

ン，英，独，’仏の語学に通じ，しかも昌旦こう

．といいだし存が墨後，決してそれを訂正しよ．

　　　　　　　　　　　　　　うとしないという奇癖を持ったPsalmanazar

の方に分があったらしい。Charles．　Dickens

が“The　Mudfog　and　other　sk　e‡ches’）・を発、

表したのは，この公開講演から一世紀以上も

後のことなの「であるが，その中に“Full　rep－

ort　．of　the‘丘st　meeti血g　of　the　Mudfog

AsSoeiat’ion　for　the、　AdVan¢ement　of、

Evetythipg”と題した作品が“Sketches　by

’Bozl’の中にある。勿論当時の学会の議事を

Dickens流に戯画化したも’のであるが，この

．Fountenay　と　Psalmanazat・、の公開論争と

　い．う言葉を見たとき，筆者は何となく昔よく

　よんだこのDickensの作品を思い出してし

’まったのである。Royal　Sociatyの事務総長

　Hans　Sloanはそれから入目後の2．月20日論・

　争当事者；人を主客に晩餐会を催したので

　あうが，列席した招待客O中にいたPemb一
・・lf・伯がP・alm・P・．・a・．1・難を感じたら

　しく，甚だ寛大なパトロン役を引き受けてく

　れるように塗ρた。当時の只ンド！の社交界

、の大立てものPembrdkeをパトロンに持つ

　てからはジ彼の人気たるやすばらしいもので

　．あったらしい。“Gentheman’s　Magazine”誌

　め記事たよれば“王国内で催される大晩餐会

　に彼の姿を見かけないことはない”。とV“う

’程であったらしい61しかも彼は晩餐会の席で

　何時も彼の台湾直なるものを披露して廻った、

　ら、しいのであるが，・Richardsonはその．‘‘La

　nguages　of　the　Eas‡”の中で一大分あとの

　話し・であるが一．「それは（Psalm即azarの台

　湾語）博識な学者だちでさえもすぐ信じこま

　されるほど，斬新，それに覚え易く，また法

’則性を持っていた」と述べている。・　Compton

　主教な’どは知己を語らって，金を集め，Ox一一

・fordの学寮に財力・月聞一室を貸与したのであ

　、るが，これは1「篠に台湾の人たちを1英円教

　会に入信せしめるたや布教におもむく学生た

・ちに，台湾語を教えるように」と考えたので・

　あろう。．Psalma耳azarはこの間，ひっきりな

　しに催された講演会などに出席しては大いに・

　喋舌り廻ったらしいが，大肇な人気で，特に．

、女性には大いにもてたらしいのである。この

　Psah照nazarに対する人気の上昇と期待のふ

　くらみを見たInnes、は，　Psalmanazarに

　Bernhardus　Vareniusの‘‘Descripti．o　Regnil

　Japgniae　et‘Siam・Amsterdam，1649”と

　Rev．1G．、　Candidiusの1‘A　short　account　of

　the　lsland　l　of　Formbsa．　Ffankfurt　am

一10一
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Main　1649”を貸しあたえて，この二瀬をも

　とに，ニ湖月以内に自分の生いたちと，1台湾

の地理，歴史について書物を作るようにすす

めた。Candidiusは1627年から1631年まで，

　また1633年から1637年までの二回にわたっ

　て，’実際に台湾に在住して熱心に布教に従事

’した人であり，原住民からも深く敬慕された

　オランダの宣教師で，あの巨，月中も　Candi－

diusと呼ばれているくらい人望を集めた人ら』

’しい。こうして彼の著書“An　historical　and

　geographical　description　of　Farmosa，　an

　Island　subject　to　the　Empesor　of　Japan　．；．”

，が1704年の末に出版された。F台湾隼れの目本

人であることを周囲の人たちに自然に意識さ

　れるため，生ま肉をそのまま喰べたり，何日

　も寝ないで勉強しているように見せかけるた

　めに態々椅子の上で穫てみたり，とかく奇矯

　に見える行動が彼には目立って来たのである

　が，これとて，台湾生れめ日本人たることを

　自ら証明しようとする彼としては死にものぐ

　るいの努力であったことであろうと思うと，、．

　筆者などはいささか物悲しさを感じるのであ

　るが如何なものであろうか。この本は大当り』

　に当っ準≧いうのであるが稼の手に入った金

一は僅か10ギFイにすぎなかつtcという。同年

　にアムステルダムで“N．F．　B．　L．氏と称す

　『る訳者名で，この体訳力『出版され，1716年に

　はFrankfurtでその差油も出版された。彼

　が人々の問で台湾事情塗喋舌っている問はた

　ん1こ聞きっ放しのまま過ぎていった疑問も，

　いったん書物の形で提供されるとなると，追

　求はきびしくなって来る。それで書離からの

　要請もあり，翌1705年に，’、投げかけられた多

　くの疑問に対する解答を序文第二として附け

’加え，第二版が出版された。その間に彼の現

　世的処子術指南役たるWilliam　Innesは，

　Psalmanazar改宗の功により，ポルトガル駐

　屯英国軍の従軍牧師長に任ぜられて国外た離

　れてしまった。’Innesに去られた彼は，まる

　で舵を失くした船のようなもので，急速に凋

’落してしまったのである。≧‘Spectator”に本

　稿の冒頭に引用した悪戯の広告が出てから彼・

　は世間からひっそくしてレまったのである1

　が，時々雑文を書いては暮しをたて℃いたら

　しy＞。・「愉レみと言ぺば，阿片を飲むぐらい

　のもめで毎晩，匙で十杯から十二杯ぐらい

　も飲んだ時、もあったが，自制して11パイント

　のパンチ酒に十かち十二滴くらい混ぜて飲む

　程度にまで減らすことが出来た」と自分で述

　べている。彼はその大部分の時間をヘブライ．

　．語の修得にあてていたらしいが，天性語学の

　才に長けていたので，暫らくあとになると自

　由に駆使することが出来るようになったとい

　うことである。その間彼は1712年頃・’Patten－

　den’某の頼みを断わりきれず，「台湾白色絵・

　具」というものを台湾特産品といって売り出

　したり，また家庭教師をしてみたり，』絵扇¢）

　絵を書いたり，連隊＝書記をしたり，気ままに、

　流されるままの生活をしていたが，印刷師㊧

・Palm6rに頼まれて「印刷史」一巻の著述に

　取りかかった。Palmerが申途で死んだので

　中断してしまった。しかし，後にPembr6ke

　伯の援助を得て1732年に出版にまでこぎつけ　・

　ている。とにかく，当時の水準からみれば彼

　の学識は相当高ものであっことは間違いない

　ところなので，1735年から44年にかけては，

　とれまた悪名高いArchibald　Bowerとど

　もに　一。‘Description　6f　F6rmosa，，の1926

　年翻刻版の編纂者N．M．　PenzerはBower

　をBoWen’と誤っ・ている一あの“Universai

　history”に寄稿を依頼されで，、「ユダヤ史」，

　　「古代ギリシ干史」，「ニース及びトレビゾン

、の古代帝国」など相当多くの寄稿をしてい

　る。：更に1747年には，Emanuel　Bowen編輯

　になる‘‘AComplete　syStem　pf　geograpy．．．”『

　にその台湾に関する部分を匿名で執筆してV＞
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る・晩年の彼はひっそり一と静かに暮していた．

「16・しい6以上簡単雪曇らこの奇妙な人物の経tt

歴について略述したのであるカ㍉L．彼の“DeS－

fcription　of．Formosa”の内容に触れる前1こ；「

・今少し書き概ておかなけ1縦ならない問題

：がある・凡そ英文で書ゆれた彼に関する記述

忙は一そんなに多くもないのであるがこ大体

∴において，彼に対する嘲罵が彼のかくされた

．才能につ恥下の評価をおしつ？んでしまって

』いるような感じがするのであるが，それは何・

・i故で・あ1ろ・うか。DicknsのSketches　”by　B62・・

　に喚忘した英国の社会は，Psalmdnazarの
’“c・・c・ipゆ・f　F・・m・・a”に対ttも，せ・・

　めて微苦笑．をもちすくらいのユーマー偉持ち．’

合せていても不思議ではないと思われるみで

あるが。ぞめ理由として考ネられ．るのは？．この

1“DescriptiQn「6f　Formosa”が，　Psalmanazat

の意函に反して）．．当時の英犀社会め知性に対’
D

する軽蔑と｝r）まり，． ﾞらの．自尊心を傷つけ

　られたと受けとられたからではながろうか。

漱洲諸国の中でいち早く産業革命1畝ってい

・た馬喰む既に・76・痴り初期力・らそり∫

：韓は現われてきてセ’⑳であ・で・英国社噛

会も奈た敵洲諸甲の中で墨先端をvx．b：いる

’という自：負は十分にt3　？一ていたのであろう。．

だ筋こそ・P・qlm・n・z’・・はフランゆら逓・

⑳て姻嘆・たのであろう認イ＋四点，．、

十五世治下のブデンスは就園たる王権，Oもと

ttlﾉ絢欄たる宮廷文化を成熟さ巷だので，ある’

’・・bx）そのかげには∴・フラ墜一癖民公民、

．などが，．王，貴族僧職者の重み塗支えるの

に疲れきうていたのである。ましてフランス馬

ρMidi．紡膿民な’Eは抜け出すことom

来ない重みに打ちひしがれていたのであ嵐

x’そ唖圧がP・a1吻・a・とV・ラ燗を1単き

出したのであろう6三味ひどつ考えさせられ

るこ；とは，Psa1卑anazarに．　c‘pe忌criptioh　of，

：Formosa’ Pを執筆させる際1どWilliam　Innes

が’G・gandidiy・の“A’1・Sh…acc・・nt・f

t与els1・nd・fF・・m・・♂を参三三にする1

　ようにというので彼に午えたこと．は前に書V＞

　ておいたのであるが，このCandidius三つい

　て相当執拗に悪口を述べた．てているととであ

Q6・それは何斑あろ’うか？P・alm・n・・a・’．

は碓かに台湾についで・その歴史・．地理，制

　嵐．風俗など卜書きっつっている。そして台

・津と，いう土地はPSalilanazarとは何の関係

　もなく実在して；長い長い歴史を無縁たっづ

　けて来た。．Psalinanazarの画いた台湾は彼め

　頭脳の中にのみ存在して配るのであって，実

　在している台湾など彼にとってはどう．でもい

　いζとなのである。彼にとっては，彼の台湾

　は自分の創造した台湾なのであって，、細：事に、

r亘っても非常な具体性を持って彼の中に存在

　しているのである。「それが如何に現実であっ

　でも，彼の脳裡にある台湾に存在しないもの

　は・存在しなY・のである・℃hndidiusが台湾に．’

　ついて真実を語れば語るほど，Psallnanazar・』

．．

ﾉどっ．ては）・それは異質のイ財ヴェ．一一ダ日L．

ρ・alm・n・・aゆ台湾王国を破壊tようとナる

、敵にしか過ぎない．・・従ってP・qlm・na・a・が

Candidiusの鮮菜を繰返し述べれば述べるほ、

　ど・それはCand圭diu言め「台湾誌」．参正し

　いζとを証明し士いるものど考えてもいいの

　では塗かろ5，か。．以上，無声壁画時年g）用語

　奪かりるならば？いわゆる「前説」なるもの．

　がいささp・長すぎてしまったのであるが，こ・

　こいらで本題に入ることにする。　　’　　』・

　　紅こ・・P・’・lm・…a・の〔p・・c・i・ti・p

of　Forlnosq”であるが～、本館に所蔵してい

・1　，るものは三種である。．

（1）1704年刊行の初版本，

・（2）・1705年刊行の第2版。、

（3）江926年刊行の翻刻版。．

　　ところで，この本館所蔵の初版本の表題紙
に，「明治十九年六．月十三日寄贈・Ti　Hiraya一．・

一　12　一一　，



卑a」と赤インキで書かれている。このT．

Hirayamaというのほどうも平山藤次郎のこ’

とらしV’・ヒの法螺次郎という人は・辮・．

4年江戸！ζ生れた旧徳温感‡で・はPめ藩命　一1

『忙よって海軍兵学寮に入り，’累進して海軍大

佐となったが・日滞争が碗まると渾艦
入重山め艦長として台湾征討に従事・したが，

敵将劉永福が英国商船に便乗して逃走するの

を厘門に追いつめ臨検しようとしたため国際

澗題を惹起し，．引責辞職してしまった。．が，ttt　t

明治29年たは商船学校々長に任ぜられ，向

∫校に帆船運用法を正科として設けさせた入

物である。、彼がどのよ．うな意図の下に1．どの

ような経路でこの本を入手したのか明：らかに

すべき方法と℃ないのであるが，彼の経歴か

らみて一勝手な推測を許されるならば丁子い　　’

は虚構の書とは知6ずして入手したものでは

なかろうかと思われるのである。時代が明治

に代って幾らも経たないうちに，即ち明治七

年に，心墨以来妹pめて兵塗国外に出した

が，その出兵の目的地は台湾であった6それ「

．以来下関条糊印によってft全に日本帰即ミ

諦認れ登まで，清朝治下の台湾1ま日本朝野．

の人々に絶えず意識せられていたことであっ．

たろう。．時代が時代であ：6たことであ、「るか、

、ら・：まし9やこの寄贈者平山藤次郎！瀬動

、軍人であマたこ≒でもあり・．将来ことある時，

に備えてかねてから台湾の研究に蕩坤ていた1

　と想像しても余り的外れとも考えられない。

’事実）1平山氏はこの初版本をある程度まで読．

んだ、らしい）’ ﾇい’ ､のは，ところどこう赤イ

，ンクでアンダラインが引いてあったり，誤植

．や誤字一この時分の本には極めて多いのであ

　るが一を丹念に直したりしたあとが見られる

　のである，筆者の憶測が当づ℃いたとし　／た・

　ら，藤次郎先生さぞかしがっかりしたこと・で

あろう。さすがに半分ぐらいのところで，、：読、

　むのをやめてしまつ．たらしい。饒舌はここい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’nvL　13　一
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　thじRc酵。こ疑。【】s　ofaヲ「fJおit　Iate「∫coコnt辱OI1105身r’，二

　wiしh　an　ACCOロntoFWhaτP二L偉己bε【WC¢1聰d1こ．81．

・燃離鱗鷲蝋・i．
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　　　ムリぶひ　ルノ　コ

窯羅罵蹴藁解職，

、
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　　　　　　初版本め表紙・、

　　　　　　　　　ず．らでやめて，・、本題にとりかかることにするσ

　本書の書名は当時の習慣で甚だ長々しいの・

であるがブこζに原文のま味引用しておく。，

初版本のタイトルは〔上掲図参照〕一、

　An／Historibai　ahd「Geographical／Des・一

¢ripti・n／・f／翠・r．m・・a・／・n・’i・1・nd　Subj・・t－

to　th合．Emperor．df　Japan．／Giving／An、

AccoUnt　of・the　ReHgig・n，．Curtomr・Mal’一．

P・r・・’・Et…fth・・nh・Pttqnt・・T・9・瞭／

with「aR61atiQn　of　what　hapPen．’d　to』the

Aur／thg・声n　hi・’T・av・1・；parti・u1・・1沖i・・

Confe一／rences　With　・the　‘Jesuits，　母工1d

othersr．i耳several／Parts　of　Euギope．　Alsol．

the耳ist6ry　and　Rear／sons　of　hls・qorト

version　to　Christianity，　With　his／Objec一．1

tions．against’ �煤@（in　defence　of　Pagar・・

nism）／and　their　Answers．／To　which冨is

pr6亘文’d，／A　Preface　in　Vindicaちion　Qf’

himself　fr6m／the　Reflectio聯of　a．・　Jesuit．．

lately　c6卑e　from　China，／v砒h　lan　A（レ

cbunt．．　Qf．　wha七passedめ♀tween　them≠



By　George　Paslmanaazaar，／a　Native　of

．the　＄aid　lsland，　now　in　London．／lllu－

strated　with　Several　Cuts．／Lohdon：／

Printed　for　Qan．　Brown，　’at　the　Black

Swan　Without　，Temple／Bar；　G．　Strahan，

and－W．．Davis，　in　Cornhill；　．and　Fran・／

Cogga4，　in　the　lnneg－TemPle－Lanel，

170街，となつ、ている。1705年に刊行された訂’

正第二振においては“…a　Nqtive　of　the　．said

Island，　now　in　LQndon．”以下が次のように

変っている。　　　　・　　‘　　I

　The・　secpnd　Edition　eorrect・ed，　with

marty　large　，and　useful・／Additions，’　par－

tieularly　a’heW　Preface　eleatly’　anSwer－

ing／every　thing　th’at　haS　been　objected

against　the　gNuthor　and／the　Bbok．／lllu－

strated　with　＄everal　C．ut．・　To　which　qre

added，　・A　Map，／qnd’the　Figure　of　．an・

Idol　not　in　the　．fotmer．EditiQn．／London，，

Printed　for　Mat．，　Wotton，．　Abel　Roper　．

1翻B、弄繁／’、畿器濫諮：

Strahan　and，W．　Dayis．　in　Cornhil．1，　1705．’

／Price　Six・Shillings．　”

　両版ともその巻頭の，・ロン，ドン主教耳enry

Comtonに捧げた献辞と自序とは初版のまま’

．改訂第2版においても用いられている。被は』

その自序の中で，Candidiusの著書は勿論の

ζと，支那で千入年間布教に従事してこみほ

どロンドンに帰って来たPt　一一マ教会の宣教師．

Fountena’凵|Royal’Societyを皮切りに彼は』

数回に亘り話を交している一が，Psal血ana－

zar．が近く台湾についての本を書く筈で，そ』

の本の中にはジ土ズイットに対する非難が遠

慮なくぶちまかれるそうだと（b噂をきいて）．

．Psalmanazarの信用を失わさせようと，懸命

に有ること無いこと騒ぎた℃ているが，それ

にはこのラテン語の句をもって答えよちと，

　お得意のラテン語を引用している．一．．“Partd一

　士iunt　montes，　nuscetur’ridiculus　mus”「大’

　山鳴動乱一匹」とでもいうとごろであろう。た

　だでさえ説明のしにくい異国の風習をたどた

　どしく何どか理解してもらおうと語るFoun一

　「tenaYと，すでに自分の脳裡に自分の空想の

．灘むくままに作りあげた台湾について豊富な

　語学を駆使しながら稻々と喋痴りまくる

　Psalmanazerとの討論では，・どちらに軍配が「

　上るごとになるカ｝，いわずとも明らかであ

　る。この自序に書かれているようにに，

　Fountenayが馬塵げたことをいったのかど、

　うか，甚だまゆつばもめであろう．長くなる

　ので引用は避けるが，・お志しのある方は自分、

　でお読み頂きたい6このPsalmanazarの本

の内容は二つに琳て・’る6初版本で1まζそ

　の第一部とでもいうか，先ず台湾の高官の家

　に生乳たPsalmttnazarとv）う少年が家庭教

　師として雇い入れた．de　RhodeなるジE’スイ

　．ヅトの宣教師㊧口車に載ぜられて台湾の首

驚鑑2欝翻幣欝
　Rochmoと呼ばれる量目．8ポンドの金貨一

　枚，量目1ポンドのCopanと呼ばれる金貨
「三枚，それに量目14ポンドに相当．する金製

’品などを盗み出して．，父の所有するガレー

’船，一台湾語ではBaleon二に乗ってXter－

　netsaの父の家から9指差ほど離れたKhad一　’

．zeyという港を出港してPhilipPine　1 Q島最
　大の島↓uco塁ia’に悟った。こうい、う調子で．

．彼がここで述べ｝d、るのば，後に・Sluys．で・

　Lauder、！と出会うまでの経歴を潤色している

　のであるが1、Xaveriusが廼ρ耶蘇会士と共

　に1549か月Cangoximaに到着したとか，

　1616年に日本の天皇は「踏絵」を行なわさせ

』てキリスト教を禁止した一実際には寛永五年ノ「

　から℃あるからこれは十：二年ばかり早すぎ

　る一とか，やや実際の歴史に近いこと．を旧い

．一’ P4．



ている。Laudeirに見出されてから後の部分

になると，殆んどJesuit教義に対する批判

　のみになってしまうのであるが，これは英国

教会に受け入れられ易くするための事前工作

　であろう。Transubstantiationだとか，　Cno－

substantiati・nとか盛んに神学上の用語を振

　り廻しているが，∴どうも三百代言的論法でと

　ても糞ともに読φたものではない奮何のかの

　といったところで，本心は英国教会に受け入

れられるようにするための工作なのであるか

　ら1てんで面白くないのである。とにかくジ

　ェスイットが旧教を受容しないPsalmanazar

　を如何に苦しめたかさえ英国社会に訴えれ

　ば，それで目的は達せられるのである。結局

・その通りになった訳だ。勿論，’このPsalma－

nazarの改宗論はInnesの差し金であるこ

　とはいうまでもない。それだけではなく宗論

　の内容もまた彼の理解した範囲内のものであ

．ろう。しかしこのような程度のものが，英国

教会の免罪符の役割を果たしたとは，筆者な

　ど，これから少し暇を見つけて，〆英国教会史

　でも調べてみたくなbたくらいである。さて

本稿の目的たる台湾に関する記述は，あたが

　も本書の第二部とでも・いうかのよう’に，本

書の145頁から稿を改めて書かれている。’

　“A　description　of　the　lsle　Formosa．　By

George　Psalmanaazaar”というのがその表

　題である。初版本の内容は，本文三七章，それ

　に彼のAvignonからRomeへの旅の項が
追録され℃いる。1705年刊行の改訂第二版で

　は，本文四〇章と結語からなっているが，こ

　れは初版本第四章「台湾の宗教と祭事につい

て」を二つに分けたり一内容は殆んど変りな

　いのであるが，多少の字句の修正は見られる

　一したので，章数が増えているだけである。

　その構成を見ると，99一一一章「本島の位置，緯

℃度，及び地方区分について」以下一とにかく

β7章もあるので，章題だけ羅列しておくこと

にするが一「本島に起った革命」「政体と皇

帝Meryaandanoo制定の法律」，「台湾の宗

教と祭事，「断食「目」，「祭事の行事」，「僧侶

の選任」，「大陽，月，及び十の星の崇拝につ

いて」，、「拝礼の仕方」ジ「子供の誕生時の儀

式」，結婚又はGroutachoについて」，「葬礼

の儀式」，「霊魂についての考え方」，「僧服」，

「台湾の人々の風習」，「台湾人とは」，「各身’

分別による服装」，「都市，町，一家屋，宮殿，

城」，「自給物資と必要輸入品」，「度量衡」，

「迷信」，「疾病とその治療法」，’「王，診療）・

．軍司令官，僧侶，・その他高官の給与」，．’「果

物」，「常食物」，「英国には見られない動物に

ついて」，「言語，附けたり，著者訳台湾語主

への祈り，使徒信条，十戒の対訳」，「船舶」ジ

’r通貨」，「兵器」，「楽器」，’「子弟の教育につ

いて」，「月本と台湾におけ局技芸につy・て」，

「山王の盛大な歯簿について」，「1549－1616

年間に亘るジェスイラトの日本布教の成功，

また，1β16年のジェスイットの大虐殺，キリ

スト教禁止令」。’「オランダ入の来日と彼らの

やりくち」，「臨本と台湾に潜入しようとする

ジェスイットの新たな布教のやり方」，以上

各市の題名だけ挙げてみたのであるが，彼

Psalmana多arが自分の脳裡に画きあげた台湾

を地理的実体に覆い被せるには余りにも緻密

かつ几帳面にすぎることに呆れるであろう。

どうも彼には変な几帳面癖があって，Oxford

の学寮にいた問にも，彼はXt　Chgrchに住

まわされたのであるが，当時の管理人Top－

pingによれば「あのSalmanezzerは学寮に

手帳を残してい6たが，それには，王室又は

その代理人から交附された金の収支明細が丹

念に書かれてい準」』といっているのである。

それはさておき，この37章に分けられた項

目を一つ解説していたのでは大変であるか

ら，興味のあるもめだけを挙げるに止めた

い。そこで第「章「本島め位置，緯度，及び

一15一



地方区分について」に移ろう。「住民峠台湾語

にてG・幹Yi・、三三レき（G・d）島（A・i・’）

と称し・皮那姻P4c－A・d・’と呼ぶ，南・

．北70リ9グ，東酋15り一グ，の大きさを持’

f，、ち・却の島か独り1うち二つの島｝ま　A・i・r

d・・坤・・d・r即ち轍島と・呼ばれ・’第三の‘

　島ほGrea壱Pebrko，・第四の島は・：しittle　Peorko

　と呼ばる6．第五（ρ島はそれらめ中央に位しジ

Kaboski即ち主島と呼びれ，長さ一七リーグ，’

幅二五．リーグ，厳密には本島を指してGad

Avia噛又はForrriosa〔と称するも一，爾今これ

tt 轤ﾌ旧称としてFormoSaと呼ぶ尽く，この

’¢心得られて本書を読まれた『し」。Psalma－

pazarめ空想裡に画き出された台湾と現実り．

．台湾とを堵記し℃みてもはじ，まらないのであ

るカ㍉彼の運べてい登台湾と信どう恥う台湾

なのか。こめK：ab6『kiと彼の称する耳o皿csa

．め主島が実際の台湾本轟に仮托したものだと．

するど，甘藩に似ている実際ゐ育湾本島がま．

　るでじゃが凹みたいになってしまう。‘1599年、

　オランダ人Jan　F亘ygen　van　Linschotenlの

著した東亜細亜地図によれば，台湾の位置に1
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第21版本に載せられた台湾d）地図　　〆

　瓦の破片のような形をしたものが三つ並んで
t’

戟jて1北の加島には．“IF・・m・＄・”’と記し

．』』ﾄあるが，下の方の土っの島には“Leque’o・

　p6queno”・と記している。、小琉球というわけ

　である。iこの琉球とレ、う名称は現在の琉球と’

　依無関係t8のであるが・r時・β湾附近をそ

　のように呼んでいたことがあるらしい。本書

で．．‘‘A・i・・d・・La・蜘・すなわち海瀬と

　第一，第二の島を呼んでいるとこちをみる

　と，どうも旧恩諸島が彼の想念の中にあった

みしい・事実・詮議は支那の南岸を妨

’し軸ていた色本9翠り根拠地で緬・た・

　し，、またポ～ヒトガル人がはじめて上陸しtcの

　も現在の膨湖諸島ttあったし・．また1603年に

オランダの、W頭・nd・・岬岬ij・kが嬬．

　宮懊（馬公Ey，　land　PiScadore）に暴風を．さ

　吋て艦隊．を入港させたのが，そもそもオラン

　ダがこの地域を知ったはじめであるといわれ

　でい．る。察するとζろ，Psalmanazarの頭に

　はこれらがごちゃごちゃに入っていたのでも

　あろう。流求，瑠求，琉球などとこの地域op・

　名称の考証をはじめたらそれtそ大変だか・

　ら・ご免とうむることにする。一第二章に移ろ

　う。第二章は丁本島に起ちた革命」どいうζ

　とになっている。，臼く，．’「年代記によるに彼

　此2σ0年は．ど前までは台湾語にて’Bagalo

　と呼ぶ■の恵むるところにしてジ都市町村ご』

　乏に二，仏名のものを選び，代議政をどり，

　前記島乏にはTanoと出ばるる知事を置き

　て行政を委ね左り・・しかるに約200年ぽど：

　前，本島はタタール王の侵略するところとな

　り・タダ・レの治邸三代に及びZcる．も・第

．三代目ゐ王たるや暴逆あくなき，』しかも宗教

　を改革せんとするに至りでは，遂に島民すべ

　℃の叛乱起り，血なまぐさき闘いののち島外

　に駆逐せちれ正当なる王の復位するところと

　なりたり。その治世7ρ年に及ぶたるも・そ

’の間三人すなわち蘭，∫英両国人来島し交易盛

．・黶@16　一



大を極めたり。なかにもGrもat　Peorkoにお

けるそれは盛にして蘭ここにTyOwanと称

する屯所を設け迄り，たまたまシナ人向島を1

掠めんとで攻略し来たるも，闘うこど数年に

、して，遂に敗走せレめられたり。しかるにご

g）時潮人は裏切りてシナ人に加担したるため一

追放，：更に来島を禁ぜられ，TyOwanの屯所

も破壊せられたり。・一’・　：・彼等本島にて求むる1

ところを得ざるときは，はるばるJapanの

Nangasaqueなる島におもむけり』これらの

1事変起’りたりと錐もFoimasaにては外国に

侵さる、ることなく独立を保ちいたる1も，

MgryaandangP先ず悪逆を以1（Japanを奪

，い，次に論計を以てFormasaを奪う’に到れ

り……」こうして甚だ珍妙な目本史の記述が

はじめられる。今少し続けて見よう。rMerya一

・nd・…は本辛シt人なる諾《して躰に

渡り，某高官の手蔓によ．りて皇帝Chazadijn

の宮廷に卑しげなる役に即きたるも・……後に

はCarilhan即ち軍の総計令官に経昇りたり

・…∴」このあ』と・．こttの，’　Meryqandanoo力滞

．位を面心し・つつい1（時のFoilmosa’の王に

偽り、の書簡を送って遂にFormosaをもそめ

治下に置くに至る次第が述べられるのである

が）・北欧ザーガ，エッダによく見られる王位

纂奪のモディフィク『一ションーPsalmanazar

がShak6spear6のHamlet・を読んでいなか

ったとはどうも考えられないのであるが一に

「しか過ぎない。FQrmosaの攻略方法に至っ

ては，これはまた何のことはないlliadの

Troyの馬そのままの手段を用いている。’た

だ馬が彼の場合には大きな輿のホうなも．Oに

変っているだけのことである。Royal　Society

で，また事務総長招待の晩餐会で，’またOx－

fdrdの学寮に過ごした六カ月間に何回とな

一・ ｭ出席して行なった講演会などでも，ほぼ同

じような事を話したことであろうのに，何故

1英国の社会では，との疑問が起るのである．

が，ここで当事の英国社会一1とにかくスノヅ

バリが横行していたことはDickensの皮肉

』から・も十分に推察できることではあるが一の

名誉の為にも，先に書きもらした点を補足レ

ておきたい。それは’．Psalmanazar．の話をき

いた識者の．中には？いち早く，稼ξ）話はどう

もほんとではなさそうだと舞がづ吟た人々炉

少数ながらいたのである。それはぐソ㌘慧智

の発見者，Edmund　H・Halley、博；‡：をは・じ

め，Mead，　Woodwardなどどいう当時一流

の学者たちであるが・一品らの声もr般ρ峰

耳には入り難か？1たというζとなのであ弼

とζ：うで次の第三章「政体……」の項に入る

と恰かも封建制の下で幕府に諸大名が従属し

てレ）たのと同じような体制が述べられてい、

る。即ち皇帝に従属するAngon又は』Bagalo

と呼ばれる25名の王と，Bagelanderと呼ば

れる8名の島島ジそれに蘇蜜の参勤交代一

1635年，即ち徳川家光の寛永＋二年に制度化

されているが一に似た制度に就いて書かれて

いる。第四章の「宗教」．の項になるとJapan、

には三つの宗教があわて，その一つは偶像崇

拝の宗教で，国都MeacoにあるAmidaと
称する寺院にほ黄金製1000体，ゴ銀製fbOQ体，

真鍮製！0QO体，それに帆座は木製50Q体の偶

像が奉られているとい6ている。第二のもの

は一神教，第三のものは無神論とべきもので

ある。．ところがFor皿osanの信仰は彼らの．

聖典Jarhabadiond（神に選ばれし土地）に

よれば彼らは900年前までは宗教を持たず，

ただ太陽，月‘星を目夜崇拝していた．だけであ

ったが，あるとき二人の予言者Zeroaboabel，｝

Chorhe　Mathcinなる二人の予言者に神の・
　　　　　　　　　1
啓示があって，礼拝堂を造り祭壇に九歳以下

の童子二万人の心臓を旙祭として捧ぐべしと

の神託なので，For卑osans、はこれに驚き，

こめ二人の予言者を荒野に追放したところ．

天罰たちまちに下る．というありさまで，いた
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　　　くその非を悔い，神はあらためて神と彼’らの

　　　仲介者として，．Psalmanazar一この著者と

　　節名であ翻一やう予諸を送りたもiう
　　　た，云々：と述べている。これもまた旧約と黙ノ、

　　　示録とをこね合せた上につくりあげたような

　　　もので，到底そめまま肯定されるよ「うな出

　　　来栄えではない。大体においてPsalmanaza’r

　　　のこめ本は，以上第四章までここに紹介し

　　「たような調子なので，初版本邸五章以下に

　　　つい下は省略するζとにし牟い。というの

　　　は，　17Q5年に出た改訂第二板の自序第二に

　　　お吟て，彼峠当時色々と前浪から疑問を表

　　　明された諸点について応答し℃レ・る㊧で，そ、

　　．の主だったものを挙げれば全体の調子も大体

　　、においてっかめるからである。大幕長くなつ

　　　たので早速温きを急ぐことにする。この改訂

　　．第三版には’“Part　of　Japan”と書かれた本

　　．州ちしきものの半秀と，恐ろしく大きな悔め

　　　散在している瀬戸内海と思われる海を隔てて

　　一長方形に近い形をした“Xicoco”が横たわり，一

　　その西に・“Xima”，・“Bungo”、と書かれた妙な

　　形をした九州があり，そ：の南端から点々と一

　　直線に小さな島々がつづき，その導きに，じ，

　　』やが藷とそっ’くりの形をした“lsle　of　Ro一

　　、・vers「’，“Little　PeQrko’，，次に“Formosa”「こ

　　　の‘‘耳qrmosa”の中には　Khadzey，　Xter－

　　netsq，　Bignbめ三つの市名が見える一℃reat

　　．P…k・”・拠rもひとつf‘ISI・…fRdvers”，

　　　その下に“Part　of　the　philipian　lslands”と

　　　してフィリ1ッピとの一部がすきまなく小石を．

’　　ならべたタうな島つづきのおしまいに書かれ

　　　た“Formosal’の地図が一枚入れてある。そ

　　れに第二版では「悪魔崇拝について」「とい「う

　　項目が第＋五章と、》御えられてレ蚤力弐・そ

　　’の悪魔像一まるでMedusaをTot卿Poleの
　　　　
　　上にくっつけたような」の挿画が入れられて

　　いる。この改訂第二厳に自序第二を入れた埋

　　　由として彼は以下のように述べている。「本

書の初版は忽ちに売り切れてしまった上，さ

らに求める声も高いので，書隷の方随気ジ著

者も記憶を新たにして，補足すべきところは

補足し，．またこの本と著者に向けられた容赦

のない批評家たちの反論に応えるべく再版し

てはとの要望．があったのであるが，三三とし

ては本の売れ行きの障碍となるよう、なものを

取り’除こうと努めるのは無理ないところとし

ても，自分としてはこのような屍理屈やどもtt

にかれζれいわれる弱みはさらさらない。し

かし，煩わしさをさけるために，．この際，疑

い深い紳士方にお答えするととにする・・…d．

と大上段に振りかぶっている。それで，

ObjectionとAns宙er一質疑応答の形でこの

自序第二を書いたのであると断わっている。1

そして，「……この旧版において校訂者はr

字一句と錐も原文を間違えではいない。今

や，わたしは敢えてこういおう’。ピラテと同

℃く，自分が書いたものは，書いため「だ，

とJと，．大見得を切6ているのである。とこ

ろで，彼がここに取りあげているObj6ction、

質疑は25項．目に及んでいるのであるが，これ

竜また筆者の読んだとζろでは，必ずしも実

際に指摘され左疑問点と峠大分違ってい6よ

うである。と，．いうのはこの質疑なるものが甚

だ難なのである・少吻を挙げ下みよう・

0・、1’：貴下は十九歳でFormosaを離れ，

　　　　場来六年間甲羅巴にいられたとのこ1

　　　　とであるが，その若さでしかも永年

　　　　国を離れていながら，幽それほど貴国

　　　　の風習に詳しいとは不思議に思われ

　　　　るのであるが？

A．1：それは我々インディァンーこれは

　，　　East　IndieSから連甥使用されたも

　　　　のであろう一を知能劣等ときめてお

　　　　られるからであろう。貴国め上流階

　　　　級の教育も十分に受けた青年が，わ

t・t@t Aたしが台湾についてお話ししてVKる
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　　　　ほど，英国について話しが出来なか

　　　　つたとしたら，その方がよっぽど不

　　　　思議ではありま甘んか。

σ．．13：貴下のFor皿osaについての説明は

　　［他湿たちの調とは瓢・きり違

　　　　っていて甚だ信頼し難い。貴下は
　x
　　　．JapanとFormosaとの距離は200
　　　　リT・一「グといわれる。窪め人々は；140

　　　　または150’リーグ，160といってい

　　　　る。Luconiaからは！00リFグとい

　　　　わ、れるが，他の人々は50から60，ま

　　　　たは80リーグの距離といっている

　　　　が。

A・，1・：わたし力澗違・て喝ど非ellしてい

　　　　る人たちもそれぞれ違っているでは

　　　　ないか。

A．2、：わたしがFormosaを離れるときは‘

　　　　経度や緯度についての知識は持って・

　　　　いなかったので，正確かどうか断言

　　　　は出来ないが，一点になれた同国人か

　　　　ら聞いたまま（ρことを旧いなだけ下

　　　　ある。

0．14：貴下の“Historigal　description　of

　　　　Fgrmosa”は他の人びとのとば，大

　　　　変な違V＞か．kであ．るが，貴下に反対

　　　　の人々があれほど多いということ

　　　　は，貴下の方が間違っているのでは

　　　　ないか。

A．　1 ’公平な人であったら，そのような違

いこそわたしの説明が正しいごとの

証しだ．と認めるだろう。世問を馬鹿

‘にして，わざわざ自分をFotmosan

だと見せかけようと思うならば，r

「番簡単なことは，例えばcandidiusが

書いている通りのことを，それがど、

’んなに事実と違っていても）tそっ． ｭ

り繰り返すこと．潭ぢう。そうすれば

世間はなるほどと思うだろう……。tt

　　こういう問答が繰り返されている。質疑も、

三三なら，応答もまた応答と恥う旧きで，

“What　I　have．Written．，　I　have　written”で．

押し通している9Meryqandanooが殺害し
／tた回しは可笑しいではないか，、信じがた》・，

と疑問を示されると・．英国でちCharles　the

Firstが自分の宮廷の荊で殺されたで1まない

か，と反論するという具合である。自分の造

　りあげた虚構の世界に一歩でも入れさせまい・

　という無構えである。1余り長くなったのでヒ

こいらで筆をおく’ととにするが，こ・の度こ．の

Psalmanazar一の初版が本館で準貴重本に指定∫

きれることたなったのを機会にゴ紹介しては

みたものの何か，’ほろ苦い感じがするのであ

る。何どいってもこの本は英女学史の本道か

ちは大分はなれた小径に生えたどくだみのよ「

　うなもので，白い花には多少の可憐さがある

　としても，所詮，その悪臭を消し去ることは

出来ない。ただ，、筆者にとっては，’この本の・

紹介に当って，嘗て興味を持ったことのある

十八世紀前後の英国社会史や，日本における’

切支丹布教史xそれに台湾に関する資料な

　ど，再び読み直す契機となったことである。・

最後にBritish　MuseumのCatalogueの中

からこめ本の仏訳とAmalyiの反論の書名だ

けでも挙げておくことにする。

’．（1）　・IDg．＄cptption　de．　UIIe　Forlnosa　en

　　　Asie．　．　．　Dr6ss6e　sur　・’les　mempries

　　　du　S’ieur　G．一　Psalmanazar’，　．natif　de

　　　ce’tte　Pile　avec　une“．　inelation　de

　　　ces　voiages．’．．　et　des　raisdns　qui

　　　1’Qnt　part6・b　abJurer　le　Paganisme．

　　　Par’　le　S’ieur　N．F．D．B．R・・A’mster－

　　　dam．　1705．　t

（2）　Eclaircissemens　neeessaires　pour

　　　bien’　entendue　ce　que　le　Srl

　　　N．F．D．B．R．　dit　6tice　arriv6　b’

　　　L’Ecluse．，．　par　rapport　ti　1．a　co4一
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“

versiori　de　M・r．　G．　Psalmanazar．　t一，

Japonals　d．ans　son　．　livre　intitu16　，．・i・：．；””

Descr・iption’de　YIIe　Formosa，　1706’：／L”．’：1

　　（よしだ・くにすけ：参考

書諦アジア・アフリカ課鰍廊漁猟5謡講
　主査）

Psalmanazarのいわゆる台湾語「
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匡フアレン醐］

　’電子計算機と法に関する邦文文献目録（海　　　　山本評論社’1969・261P

外よりの問合せ）　　　　　　　　　　　　　　はしがき（ハンス・ソミ」デ碧海純一

　〔回答〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳）機械による正義（ジョー一tfフ・界ペン’

　機械検索のためのプpジェクト．た関するも　　　　ダラー　野村好弘訳）サイバネティクス．

のは含めたが，計量法律学のうち，裁判の行　　　　≒ソヴィエト科学／（ジャンギル・A・ケリ．

．動分析・予測や法と記号理論など電子計算機．　　モフ　碧海純「訳）り一ガル・リサーヂ

の法め分野への応用のための基礎理論に関す　　　　の利器としてのコンピューター（Vイリ

るものは除いた。これらについては，伊大知　　　　・アム・エルドリッジ　サリー・デニス　淡

良太郎・水田　洋・藤川正信編「社会科学ド　　　　路剛久訳）裁判官の態度と投票行動一連

キュメンテTション」（丸善株式会社、』1968年　　　　邦最高裁判所1961年開廷期（グレン〆ドン

．刊）ρ付録に掲載されている「計量法律学に　　　　・シューバート　早川武夫訳）判決分析

関する文献リスト」（戸村和夫氏作成）を参考　　　　における連立方程式とプール代数（フレtt

にされたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　ッド・コート　竹内保雄訳）司法過程の

　Baade，　Hans　W．（バーデ）編　ジュリメ　　　数量三分三一実際的・理論的応用の若干

　　　トリックス　早川武夫・碧海純一旧訳　　　　．例（シドニー・アルマー　米倉「明訳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　20　一一　’




